















































(2) Gesetz iiber den Eigentumserwerb und die dingliche Belastung der Grundstlicke, 


















民的』なl法典， i すなわちl市民的・自由主義的時代に即Ltこ法典.＇ ・20世相への4二
駆というよりはむしろ19世紀《の総決算1・である左指摘する門主Tこ；：：ツヴγ イ







n.~＇興掠啓失うlたtこ6 台、にあった。しかじ， 1'965年Jのシュaーバルトの研究 cw崎ehUbert,
Die Entstehung der Vorschriften des BGB iiber Besitz und Eigentumsiibertragung, 
L965》l tを鳴決ιじて成立t史べの関心が’高ま！っナ＜：＇・ ("D. ・ iVotmba¥il出，司旬、ialdt'!mokratie




















































































































(15) V. d. Goltz, Art. Hypothekenschulden, in: Wるrterbuchder Volkswirtschaft 




につき，世界市場を獲得することを目的としていた（Hermes,Art. Landschaf ten in: 




















(17) F. W. Henning, Die Verschuldung der Bodeneigentiimer in Norddeutschland in 
ausgehenden 18. und in den ersten zwei Dritten des 19. Jahrhunderts, S. 300・p in: 
Wissenschaft und Kodifkation des Privatrechts im 19. Jahrhundert, Bd. :m, 1976. 
（国 1883年， 42の区裁判所管轄下で行なわれた調査では，抵当負債は，平均をとれば，
収益価格の37.3%で、あったが，規模別にみれば，大規模の世襲農場では， 53.8%，中
規模の農民地で， 27.9%，小規模の農民地で， 24.1%であった（Goltz,a. a. 0., S. 
1077.〕。
(19) Goltz, a. a. 0., S. 1077.なお，農民地における抵当負債の原因は，相続分割 Erb-
auseinardersetzungが主たるもので，ユンカーの農場では第1位とされた売買代金残
額抵当は，僅か10%弱である（但し，最低30haとし、う比較的大きな農民的土地所有の
例〉。 vgl.Henning, a. a. 0., S. 315-317. 
位。 F Steffan, Bodenrecht und Bodenkredit in Vergangenheit und Gegenwart, S. 




















であり，以後， 1863年には3行， 1869年には10行， 1879年には， 27行と急増し，
担保証券発行高も， 1863年を100とすれば， 1869年，約2,340, 1879年，約27,800
ω 
と伸びているO
3 民法典の編纂過程 ーー そーの（1）一一ー
(1）編纂前史
19世紀に入り経済的・政治的に統一が進むにつれて，法的にも統一の気運が
。 Henning,a. a. 0., S. 319f. 
(2) Steffan, a. a. 0., S. 299.なお，抵当負債の原因をみれば，建築費用と土地売買に
よるものが年とともに，そして都市の膨張にともない大きなウエイトを占めるに至っ
た（Henning,a. a. 0., S. 32.）。
(23) Steffan, a. a. 0., S. 299. 







のはザクセγのみであった（1863年 1月2日公布， 1865年 3月1日施行〉。と
ころが商事法の領域では， ドイツ関税同盟の主導下で， 1848年にドイツ一般手
形令 AllgemeineDeutsche Wechselordnungが， また， ドイツ同盟の主導下











側 以下，次の文献に依る。 W.Schubert, Die Entstehung der Vorschriften des BGB 
iiber Besitz und Eigentumsiibertragung, 1966, S. 1ー 56.,Planck’s Kommentar zum 












































(Schubert, a. a. 0., S. llf)。
(31) ヴィアッカー は， 「全社会秩序にとって非常に重要な土地法，親族法，相続法の領
域において，この時初めて自由主義が完全な支配権を獲得した」と評価している（F.























































判事〉，フォン・ロー ト（教授）， フォン・シュミット（省参事官〉， フォン・ヴェー
ノミー （控訴裁判所長官〉， フォン・ヴィントシャイト（教授〉であった。後に， ヴィ
ントシャイトが辞職し病死したフォン・キューベノレに代ってロ一法教授フォン・マ
ンドリイが補充された（Planck’sKommentar, S. XXIV-XXV.）。
'35) Vgl. Schubert, a. a. 0., S. 19. 
側補助委員の出身地につき，プロイセン 3名，ザクセン，へッセン，メクレンフ、、ルク，
ブ、ルテンベルク各1名であった。 vgl.Planck’s Kommentar, S. XXV. 
例 準備委員会は，委員としてベーゼラー，ブ、ルンス，イェーリングを提案したが，時
のプロイセン可法大臣兼連邦参議院司法委員会委員長であったレオンハルトは，これ
に対し， 「教授ばかりをお望みか」と答えたという（Schubert,a. a. 0., S. 19. Anm 
(92）。




























Kommentar, S. XXVIII., Schubert, a. a. 0., S. 34f. 
ω この部分草案は「当時の立法や草案の物権法，またザクセン民法典の物権法にも劣」
らず（Schubert,a. a. 0., S. 27），「非常な丹誠さと模範的な明断さをそなえた作品
であり，すべての後続する作業のために基盤を提供したJ CJ. W. Hedemann, Die 
Fortschritte der Zivilrechts im XIX Jahrhundert, 2. Teil 2. Hafte, 1935, S. 271. 
以下， Hedemann,Fortschritte E②と略す〉と評価されている。



























た。」（H.Oberneck, Das Reichsgrundbuchrecht, Bd. 1., 1904 S. 21.）そして，本草
案の一般的な土地登記法規定を補充する意味で， 1883年，土地登記令が起草された。
この土地登記令草案は， ドイツ帝国のために形式的な土地登記法の統一的な編纂を行
なうことを目的とし，管理技術的規定は，ラント法に留保された。 vgl.Oberneck, a. 
a. 0., S. 2. 
倒 Hedemann,Fortschritte E ②， s. 271. 



























白方 Schubert, a. a. 0., S. 29. 
附 Hedemann,Fortschritte E ②， s. 272-273. 
(49) Entwurf eines burgerlichen Gesetzbuches for das Deutsch Reich Sachenrecht, 
Begriindung, 1880, S. 1483. （以下 Begriindung1880と略す〉。



























(51）以下， Begriindung1880, S. 1489・-1491.による。


















M 以下， Begriindung1880, S. 1513-1514.による。
6の H.Dern burg, Das biirgerliche Recht der Deutschen Reich und PreuBens, Bd. JU:, 
1904 . S. 613. Anm (1) 
